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益
田
鈍
翁
旧
蔵
、
徳
治
二
年
銘
法
華
寺
羅
漢
盤
の
研
究
と
修
復
報
告小

池
　
富
雄

渡
邉
　
裕
香

一
︑
緒
言

本
稿
で
取
り
上
げ
る
羅
漢
盤
と
は
、
裏
面
の
朱
漆
文
字
の
銘
文
に
よ
り
奈
良
法
華
寺
で
羅
漢
供
養
に
用
い
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
長
方
形

の
盆
の
三
十
枚
余
の
う
ち
の
一
枚
で
あ
る
。
裏
面
の
朱
漆
銘
文
に
は
、
か
す
れ
て
判
読
し
が
た
い
部
分
が
あ
る
が
目
視
に
よ
り
概
ね
﹁
法

華
寺
羅
漢
盤　

三
十
二
□
□
□　

徳
治
二
□
□
月
日
﹂
と
判
読
で
き
る
。
文
字
の
詳
細
な
判
読
と
検
討
は
、
後
述
す
る
。
徳
治
二
年
︵
一

三
〇
七
︶
と
は
鎌
倉
時
代
後
期
に
お
い
て
法
華
寺
が
隆
盛
し
て
い
た
時
期
に
あ
た
り
、
わ
が
国
の
漆
塗
り
の
飲
食
器
と
し
て
は
、
漆
工
史
、

仏
教
工
芸
史
さ
ら
に
近
代
の
茶
道
史
の
う
え
で
も
貴
重
な
伝
世
品
と
な
る
。

盤
と
は
鉢
・
皿
な
ど
と
同
じ
く
、
も
の
を
盛
る
器
で
あ
り
、
盤
案
、
盤
器
、
盤
子
な
ど
食
器
・
食
膳
の
用
例
が
あ
り
、
ま
た
転
じ
て
大

き
く
安
定
し
た
比
喩
表
現
の
﹁
盤
石
﹂
の
語
も
あ
る︶

1
︵

。
盆
、
折
敷
、
食
膳
な
ど
と
同
類
で
あ
り
、
特
殊
な
呼
称
な
が
ら
朱
漆
銘
に
記
さ
れ

た
﹁
羅
漢
盤
﹂
の
呼
称
で
本
稿
は
紹
介
し
た
い
。
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二
︑
羅
漢
盤
の
概
要
と
比
較
作
品

図1　全景（表面）

図2　全景（裏面）
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全
体
の
姿
︵
図
1
︶
は
長
方
形
の
盤
面
の
周
囲
に
低
い
縁
を
巡
ら
し
、
裏
面
に
は
低
い
桟
脚
を
つ
け
る
︵
図
2
︶
。
法
量
は
縦
四
十
二
・
三
、

横
二
十
九
・
五
、
高
さ
二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
木
胎
黒
漆
塗
り
で
一
部
に
か
す
か
に
朱
漆
で
塗
っ
た
痕
跡
が
あ
る
。
本
稿
で
紹
介
す

る
作
は
、
他
家
所
蔵
の
羅
漢
盤
と
比
較
す
る
と
最
も
損
耗
、
破
損
が
甚
だ
し
い
。
三
井
物
産
の
創
業
者
の
一
人
で
近
代
の
実
業
家
で
あ
り
、

ま
た
近
代
の
茶
人
で
も
あ
る
益
田
孝
、
号
鈍
翁
︵
一
八
四
八
〜
一
九
三
八
︶
が
茶
の

湯
の
道
具
と
し
て
収
蔵
し
た
旧
蔵
品
が
本
稿
で
紹
介
す
る
羅
漢
盤
で
あ
る
。
千
利

休
以
来
の
大
茶
人
と
い
わ
れ
る
鈍
翁
は
、
著
名
な
茶
の
湯
道
具
だ
け
で
な
く
旧
来

の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
仏
具
・
仏
画
を
は
じ
め
幅
広
く
自
ら
の
目
に
叶
う
品
々
を
収

集
し
た︶

2
︵

。
本
作
は
鈍
翁
の
旧
蔵
を
示
す
鈍
翁
の
箱
書
き
︵
図
3
︶
と
﹁
碧
雲
臺
﹂

の
朱
印
蔵
札
︵
図
4
︶
も
あ
り
、
や
つ
れ
て
欠
損
し
た
盤
面
左
下
個
所
や
桟
脚
な

ど
を
新
補
し
て
修
復
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
修
復
は
、
お
そ
ら
く
鈍
翁
の
好
み
に

よ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
半
世
紀
以
上
を
経
た
近
年
に
な
っ
て
さ
ら
に
進
行
し
脆
弱

化
し
た
部
分
が
あ
る
の
で
、
こ
の
度
の
分
析
と
修
復
施
工
に
及
ん
だ
次
第
で
あ
る
。

不
鮮
明
な
文
字
の
判
読
、
品
質
形
状
、
放
射
性
炭
素
︵14C

︶
に
よ
る
年
代
測
定
な

ど
を
考
察
し
、
あ
わ
せ
て
修
復
施
工
を
本
稿
で
報
告
す
る
。

奈
良
法
華
寺
と
は
、
創
建
は
天
平
時
代
と
さ
れ
、
当
初
は
大
和
国
の
国
分
尼
寺

と
し
て
経
営
さ
れ
て
き
た
。
現
在
地
は
創
建
以
来
の
位
置
か
ら
移
動
は
無
い
と
み

ら
れ
、
近
年
の
調
査
に
よ
り
往
時
の
広
大
な
境
内
地
が
う
か
が
え
る
。
現
在
は
本

堂
、
門
︵
重
文
︶
、
本
堂
に
は
維
摩
居
士
像
︵
奈
良
時
代
、
国
宝
︶
が
あ
り
、
絵
画
の

文
化
財
と
し
て
は
、
絹
本
着
色
阿
弥
陀
三
尊
及
童
子
像
︵
三
幅
対
、
平
安
時
代
、
国

図3　外箱（蓋表） 図4　蓋裏朱印蔵札「碧雲臺」
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宝
︶
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
平
安
時
代
に
は
衰
退
し
た
ら
し
く
、
院
政
期
以
後
の
争
乱
で
は
さ
ら
に
衰
微
し
た
。
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て

重
源
に
よ
る
南
都
の
復
興
に
加
え
て
、
そ
の
後
の
叡
尊
、
忍
性
ら
の
奈
良
律
宗
の
中
興
を
経
て
、
寺
勢
は
回
復
し
て
江
戸
時
代
以
後
、
今

日
に
至
っ
て
い
る︶

3
︵

。

法
華
寺
所
蔵
の
﹃
法
華
滅
罪
寺
年
中
行
事
﹄︶

4
︵

に
よ
る
と
、
十
四
世
紀
に
は
叡
尊
忌
は
じ
め
と
し
て
年
間
を
通
じ
て
様
々
な
行
事
が
盛
ん

に
行
わ
れ
た
の
が
知
ら
れ
、
羅
漢
供
養
は
正
月
三
ヶ
日
の
行
事
と
正
月
二
十
八
日
の
行
事
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。

一
連
の
法
華
寺
羅
漢
盤
の
う
ち
、
現
在
に
お
い
て
他
家
の
所
蔵
と
な
っ
た
作
を
含
め
て
、
総
数
は
現
段
階
で
何
枚
が
現
存
し
て
い
る
の

か
、
全
貌
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
河
田
貞
著
﹃
根
来
﹄︶

5
︵

に
は
四
枚
の
個
人
蔵
の
羅
漢
盤
が
収
録
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
二
枚
は
朱

漆
書
き
の
銘
が
あ
り
、
姿
や
寸
法
も
ほ
ぼ
本
作
と
同
様
で
あ
る
。
図
版
番
号
六
十
八
の
羅
漢
盤
の
裏
面
朱
漆
銘
は
﹁
法
華
寺
羅
漢
盤　

三

十
三
枚
之
内　

徳
治
二
﹂、
法
量
縦
三
〇
・
〇
、
横
四
十
二
・
五
、
高
さ
二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
図
版
番
号
六
十
九
は
﹁
徳
治
三
年　

三
十
六
枚
之
内
﹂、
同
じ
く
法
量
は
縦
二
九
・
八
、
横
四
十
二
・
三
、
高
さ
一
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
裏
の
朱
漆
銘
に
違
い
が
あ

る
が
、
実
際
に
は
か
す
れ
て
判
読
不
明
の
た
め
に
文
字
が
あ
る
か
否
か
も
確
認
で
き
な
い
た
め
違
い
が
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
徳
治
二
年

か
三
年
と
判
読
す
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
か
も
検
討
を
要
す
る
。
銘
文
の
判
読
は
、
本
作
の
赤
外
線
撮
影
、
画
像
処
理
結
果
を
踏
ま
え
て
後

段
で
述
べ
る
。
本
作
の
箱
書
き
で
は
益
田
鈍
翁
が
﹁
法
華
寺
羅
漢
盤　

三
十
二　

内　

徳
治
二
年
二
月
日
﹂
と
実
際
の
羅
漢
盤
の
裏
面
の

字
配
り
に
合
わ
せ
て
、﹁
法
華
寺
羅
漢
盤
﹂
を
中
央
の
上
部
に
、
数
と
年
月
を
下
部
の
両
脇
に
配
し
て
墨
書
し
て
い
る
。
鈍
翁
の
判
読
が
妥

当
だ
っ
た
か
も
後
段
で
述
べ
た
い
。
図
版
番
号
六
十
八
と
同
六
十
九
は
お
お
む
ね
同
様
の
法
量
と
形
姿
で
あ
り
、
同
六
十
八
で
は
、
剝
落

し
て
白
木
を
見
せ
る
中
央
部
か
ら
判
断
す
る
と
柾
目
材
の
一
枚
板
だ
が
同
六
十
九
は
同
じ
く
一
枚
板
な
が
ら
板
目
材
で
あ
る
違
い
が
あ
る
。

同
六
十
九
は
縁
の
周
辺
部
に
か
す
か
に
朱
漆
の
痕
跡
が
見
え
る
。

M
I
H
O
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
編
﹃
朱
漆
﹁
根
来
﹂　

中
世
に
咲
い
た
華
﹄︶

6
︵

に
掲
載
の
図
版
番
号
〇
五
二
の
羅
漢
盤
は
、
さ
ら
に
盤
面
剝
落

が
全
面
に
及
ん
で
い
る
。
裏
面
朱
漆
銘
を
﹁
法
華
寺
羅
漢
盤　

三
十
三
枚
之
内　

徳
治
二
﹂
と
判
読
す
る
も
の
の
数
量
以
下
は
、
朱
漆
文
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字
の
か
す
れ
の
た
め
に
判
読
が
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
羅
漢
盤
と
同
じ
く
法
華
寺
旧
蔵
在
銘
の
漆
塗
菜
桶
に
は
﹁
徳
治
二
年
﹂
と

記
す
作
が
文
化
庁
︵
重
文
︶
、
細
見
美
術
館
︵
重
美
︶
、
大
阪
市
立
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

河
田
貞
氏
は
、
前
掲
書
に
お
い
て
法
華
寺
羅
漢
盤
の
解
説
お
よ
び
同
時
代
の
奈
良
の
寺
社
で
の
様
々
な
漆
塗
り
盆
に
つ
い
て
左
記
の
種

類
を
挙
げ
て
述
べ
て
い
る
。

安
居
屋
盆
︵
あ
ん
ご
や
ぼ
ん
︶
と
は
、
方
形
入
角
折
敷
の
裏
面
左
右
に
桟
脚
を
つ
け
た
形
式
を
俗
称
と
し
て
安
居
屋
盆
と
呼
ぶ
。
奈
良
・

春
日
大
社
の
末
社
の
安
居
屋
の
什
器
と
し
て
伝
来
し
た
と
の
伝
承
に
由
来
す
る
。
し
か
し
由
緒
を
証
明
す
る
在
銘
作
は
無
く
、﹁
佛
性
寺

御
盤
﹂
と
記
す
至
徳
元
年
︵
一
三
八
四
︶
銘
の
作
例
を
最
古
と
紹
介
す
る
。
次
い
で
興
福
寺
塔
頭
四
恩
院
伝
来
の
正
長
元
年
︵
一
四
二
八
︶
銘

の
安
居
屋
盆
︵
個
人
蔵
︶
を
挙
げ
る
。
こ
れ
は
盤
の
上
面
は
朱
漆
、
縁
と
裏
面
は
黒
漆
塗
り
で
あ
り
、
裏
に
は
朱
漆
で
﹁
正
長
元
年
戊
申
十

月
日　

南
都
四
恩
院
之
内
□
静
院
常
住
物
也　

新
造
之
大
工
藤
原
包
満
﹂
の
銘
文
が
あ
る
。

手
力
盆
︵
た
じ
か
ら
ぼ
ん
︶
と
は
、
安
居
屋
盆
と
お
お
む
ね
同
系
統
の
形
状
で
盤
の
上
面
は
朱
漆
塗
り
、
縁
を
含
む
裏
、
脚
な
ど
は
黒
漆

塗
り
で
あ
る
。
春
日
大
社
の
末
社
手
力
社
に
ち
な
む
も
の
の
名
称
の
創
始
時
期
は
未
詳
で
あ
り
、
一
つ
の
末
社
に
限
る
の
で
は
な
く
春
日

大
社
の
中
で
式
年
遷
宮
の
度
に
造
替
さ
れ
、
民
間
に
払
い
下
げ
ら
れ
て
製
作
年
代
の
様
々
に
違
う
品
が
多
数
に
流
転
し
て
い
る
。
い
ず
れ

も
裏
面
に
黒
漆
地
に
蝶
鳥
文
を
螺
鈿
で
あ
ら
わ
し
て
お
り
、
や
は
り
春
日
大
社
に
伝
来
す
る
丸
盆
と
共
通
す
る
装
飾
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

ま
た
ほ
か
に
も
四
脚
付
き
の
盤
、
供
物
台
お
よ
び
方
形
で
は
な
い
が
円
形
の
盤
も
あ
る
。
も
っ
と
も
代
表
的
な
円
形
盤
で
あ
る
東
大
寺

所
蔵
の
修
二
会
に
使
用
す
る
練
行
衆
盤
は
上
面
が
朱
漆
塗
り
、
裏
面
は
黒
漆
塗
り
で
永
仁
六
年
︵
一
二
九
八
︶
の
年
紀
銘
文
を
記
し
、
十
一

枚
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
銘
文
は
﹁
二
月
堂
練
行
衆
盤
廿
六
枚
内　

永
仁
六
年
十
月
日
漆
工
蓮
仏
﹂
と
丸
盆
の
鍔
裏
面
に

朱
漆
書
き
さ
れ
て
お
り
、
他
家
で
は
北
村
美
術
館
、
根
津
美
術
館
は
じ
め
個
人
蔵
品
と
な
っ
て
い
る
練
行
衆
盤
も
あ
る
。
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三
︑
朱
漆
銘
文
の
判
読

本
作
裏
面
の
朱
漆
銘
文
は
、
経
年
劣
化
に
よ
る
漆
塗
膜
の
摩
滅

で
一
部
の
文
字
が
辛
う
じ
て
判
読
で
き
る
状
態
で
あ
る
。
銘
文
は

羅
漢
盤
の
横
方
向
に
三
行
、
中
央
上
部
に
﹁
法
華
寺
羅
漢
盤
﹂
の

文
字
を
大
き
く
記
す
。﹁
法
華
寺
羅
漢
盤
﹂
の
文
字
を
挟
ん
で
左

右
下
部
に
一
行
ず
つ
数
と
年
月
を
記
す
。
右
下
部
は
冒
頭
部
分
に

﹁
三
十
﹂、
左
下
部
は
冒
頭
の
﹁
徳
﹂
の
文
字
が
目
視
で
判
読
で
き

た
。
他
の
文
字
は
赤
外
線
撮
影
を
実
施
し
て
判
読
を
試
み
た
が
、

漆
塗
膜
の
摩
滅
が
著
し
く
、
同
手
法
で
は
文
字
を
判
読
で
き
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
写
真
撮
影
し
た
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
基
に
、
か
す
れ

た
銘
部
分
の
色
を
強
調
し
、
文
字
の
判
読
を
試
み
た
。

修
正
さ
れ
た
画
像
︵
図
5
、
図
6
︶
か
ら
右
下
部
は
﹁
三
十
﹂
以

下
に
四
つ
の
文
字
が
確
認
で
き
た
。
第
三
の
文
字
は
、
一
本
の
水

平
な
線
の
上
下
に
点
が
記
さ
れ
、
上
に
一
つ
、
下
に
二
つ
の
点
が

あ
る
こ
と
か
ら
﹁
六
﹂
と
推
定
さ
れ
る
。
第
五
の
文
字
は
﹁
之
﹂、

第
六
は
﹁
内
﹂
と
読
め
る
。
第
四
の
文
字
は
旁
の
下
部
が
交
差
し

た
木
偏
の
文
字
と
み
ら
れ
る
。
他
家
所
蔵
の
羅
漢
盤
に
は
数
が
記

さ
れ
、
本
作
も
﹁
三
十
六
□
之
内
﹂
と
読
め
ば
第
四
の
文
字
は

図5　補正画像（左）と釈文（右）

 
 

三
十
六
枚
之
内　

 

法 

華 

寺 

羅 

漢 

盤

 
 

徳
治
□
年
□
月
日

図6　銘文の下段部分（補正画像）
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﹁
枚
﹂
と
推
定
さ
れ
る
。

年
月
部
分
は
劣
化
が
著
し
く
、
一
部
は
完
全
に
摩
滅
し
て
い
た
。
判
読
可
能
な
第
二
の
文
字
は
﹁
治
﹂、
末
尾
の
二
文
字
は
形
状
か
ら

﹁
月
日
﹂
と
読
め
、﹁
徳
治
□
年
□
月
日
﹂
と
推
定
さ
れ
る
。
第
五
の
文
字
は
、
長
さ
の
異
な
る
水
平
の
線
が
三
本
み
ら
れ
る
が
、
上
部
は

﹁
年
﹂
が
記
さ
れ
て
い
る
と
推
定
で
き
る
位
置
と
重
な
る
た
め
﹁
二
﹂﹁
三
﹂
の
い
ず
れ
か
断
定
に
至
ら
な
か
っ
た
。
益
田
鈍
翁
筆
と
さ
れ

る
箱
書
き
は
朱
漆
銘
文
の
内
容
と
一
部
異
な
り
、﹁
法
華
寺
羅
漢
盤　

三
十
二　

内　

徳
治
二
年
二
月
日
﹂
と
記
す
。
判
読
が
異
な
る
理

由
は
経
年
劣
化
に
よ
り
朱
漆
銘
文
が
摩
耗
し
た
後
に
判
読
で
き
る
部
分
の
み
記
し
た
の
だ
ろ
う
。
箱
書
き
を
参
考
に
す
る
な
ら
ば
﹁
徳
治

二
年
二
月
日
﹂
と
読
め
る
。
し
か
し
、
北
村
仁
美
氏
の
﹁
松
田
権
六
「
優
品
之
調
査
」﹂︶

7
︵

に
よ
れ
ば
、
松
田
権
六
が
調
査
し
た
二
点
の
﹁
法

華
寺
羅
漢
盤
﹂
は
、﹁
徳
治
二
年
一
月
日
﹂
と
﹁
徳
治
二
年
月
日
﹂
と
判
読
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
他
家
所
蔵
の
作
で
は
徳
治
三

年
と
す
る
例
も
あ
り
、
正
確
な
年
月
の
判
読
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

四
︑
木
地
構
造

木
地
は
虫
損
に
よ
り
内
部
を
著
し
く
損
傷
し
て
い
た
た
め
、
ソ
フ
ト
X
透
過
撮
影
に
よ
る
内
部
調
査
で
は
木
地
の
詳
細
な
構
造
を
観
察

で
き
な
か
っ
た
。
木
地
の
欠
損
や
漆
塗
膜
の
剝
落
個
所
を
目
視
観
察
し
、
木
地
構
造
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
作
の
盤
面
は
厚
さ
一
・
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
長
方
形
の
板
を
用
い
、
四
隅
を
丸
く
成
形
す
る
角
丸
で
あ
る
。
盤
面
の
中
央
に
は
う
っ
す
ら
と
木
目
が
観
察
で
き
、

板
目
材
と
推
定
さ
れ
る
。
木
目
と
亀
裂
の
状
態
か
ら
本
作
は
一
枚
板
、
あ
る
い
は
幅
の
異
な
る
二
枚
の
板
を
水
平
方
向
に
接
ぎ
合
わ
せ
た

と
推
測
さ
れ
る
。
松
田
権
六
の
調
査
資
料
に
は
檜
の
一
枚
板
を
使
用
し
た
と
す
る
羅
漢
盤
が
一
例
あ
る
が
、
本
作
は
樹
種
と
接
ぎ
合
わ
せ

枚
数
の
断
定
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

盤
面
周
囲
の
縁
は
四
辺
の
う
ち
短
辺
と
長
辺
そ
れ
ぞ
れ
一
辺
を
欠
失
し
て
い
る
。
形
状
は
断
面
が
半
円
形
の
棒
材
で
、
木
釘
を
用
い
て

長
方
形
の
盤
面
に
留
め
る
。
木
釘
は
短
辺
に
二
本
、
長
辺
に
三
本
使
用
す
る
。
長
辺
の
木
釘
は
桟
脚
の
端
部
と
同
じ
位
置
に
打
ち
込
ま
れ
、
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裏
面
に
ま
で
達
す
る
。
桟
脚
の
端
部
に
貫
通
す
る
木
釘
は

円
柱
形
で
あ
る
。
短
辺
と
長
辺
は
、
短
辺
小
口
を
長
辺
端

部
の
側
面
に
図
7
の
よ
う
に
接
合
す
る
。
欠
損
箇
所
も
同

様
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
縁
の
四
隅
は
長
方
板
と
同

様
に
角
丸
に
整
え
る
。

裏
面
に
は
幅
一
・
五
、
長
さ
二
十
九
・
五
、
高
さ
最
大

〇
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
桟
脚
を
二
本
差
し
込
む
。
両

端
部
を
斜
め
に
削
ぎ
、
全
体
は
丸
み
を
帯
び
る
。
桟
脚
の

上
面
に
は
最
大
幅
一
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
蟻
形
と
呼

ば
れ
る
扇
状
の
ホ
ゾ
を
設
け
、
長
方
形
の
板
裏
に
彫
り
込

ん
だ
深
さ
〇
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
蟻
形
の
溝
に
差
し

込
む
︵
図
8
︶
。
長
方
形
の
盤
面
板
の
木
目
に
対
し
て
直
角

に
設
け
ら
れ
て
お
り
、
膨
張
収
縮
に
よ
る
反
り
を
防
止
す

る
意
味
も
含
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
糊
や
刻
苧
な
ど
の
接
着
剤

の
痕
跡
は
認
め
ら
れ
ず
、
盤
面
か
ら
打
ち
込
ま
れ
た
木
釘

が
端
部
に
達
し
、
固
定
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。

漆
塗
膜
は
経
年
の
摩
滅
に
よ
り
詳
細
な
構
造
を
確
認
で

き
な
か
っ
た
が
、
総
体
黒
漆
塗
り
で
盤
面
の
四
辺
縁
お
よ

び
縁
外
側
に
黒
漆
の
上
に
塗
布
さ
れ
た
朱
漆
を
確
認
で
き

図7　縁の短辺と長辺の接合（左：写真、右：模式図）

図8　長方板の裏面と桟の接合方法（3D模式図）
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る
。
盤
面
の
中
央
部
分
は
朱
漆
を
確
認
で
き
な
い
が
、
縁
の
内
側
部
分
に
も
朱
漆
が
僅
か
に
残
る
点
か
ら
朱
漆

塗
り
で
あ
っ
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。
布
着
せ
は
繊
維
が
み
ら
れ
ず
、
桟
脚
や
縁
の
接
合
箇
所
に
も
痕
跡
を

確
認
で
き
な
か
っ
た
。

五
︑
放
射
性
炭
素
年
代
測
定

放
射
性
炭
素
︵14C

︶
は
炭
素
の
中
で
も
不
安
定
な
同
位
体
で
あ
り
、
β
線
を
放
出
し
な
が
ら
安
定
し
た
窒
素

へ
と
放
射
壊
変
す
る
。
生
物
は
光
合
成
や
食
物
連
鎖
か
ら
放
射
性
炭
素
を
体
内
へ
と
摂
取
し
、
生
命
活
動
が
停

止
す
る
と
取
り
込
ま
れ
た
放
射
性
炭
素
が
一
定
の
速
度
で
減
少
し
て
い
く
。
こ
の
原
理
を
応
用
し
、
試
料
中
に

含
ま
れ
る
放
射
性
炭
素
の
存
在
比
率
か
ら
年
代
を
測
定
す
る
方
法
を
放
射
性
炭
素
︵14C

︶
年
代
測
定
法
と
い
う
。

放
射
性
炭
素
年
代
︵14C

年
代
︶
は
、
試
料
中
に
含
ま
れ
る
放
射
性
炭
素
濃
度
の
測
定
値
を
換
算
し
た
値
で
あ
り
、

西
暦
一
九
五
〇
年
を
基
点
と
し
てBP

やyrBP

で
示
さ
れ
る
。
さ
ら
に
放
射
性
炭
素
年
代
は
暦
年
に
較
正
さ
れ
、

cal AD

ま
た
はcal BC
と
表
記
さ
れ
る
。

本
作
は
所
蔵
者
の
許
可
を
得
て
盤
面
の
欠
損
箇
所
の
小
口
内
部
か
ら
微
量
の
木
部
試
料
を
採
取
し
、
加
速
器

質
量
分
析
法
︵AM

S

法
︶
に
よ
る
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
を
専
門
会
社
に
委
託
し
た︶

8
︵

。
分
析
報
告
書
に
基
づ
き

使
用
機
器
と
結
果
を
以
下
に
抄
出
す
る
。
試
料
は
前
処
理
を
経
て
コ
ン
パ
ク
トAM

S

︵
N
E
C
製
、1

・5SDH

︶

で
測
定
さ
れ
た
。
数
値
の
算
出
に
は
リ
ビ
ー
の
半
減
期
五
五
六
八
年
を
使
用
し
た
。

年
代
測
定
の
結
果
を
表
1
に
示
す
。
1σ
暦
年
代
お
よ
び
2σ
暦
年
代
範
囲
を
み
る
と
十
二
世
紀
後
半
︵
平
安
時

代
後
期
︶
か
ら
十
三
世
紀
中
葉
︵
鎌
倉
時
代
︶
を
示
し
た
。
木
材
の
放
射
性
炭
素
年
代
測
定
で
は
、
樹
木
の
中
心

部
分
︵
年
輪
の
中
心
部
分
︶
で
あ
る
ほ
ど
古
い
年
代
が
得
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
測
定
箇
所
に
よ
り
、
放
射
性
炭
素

表 1　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果

測定番号 σ 13C
（‰）

暦年較正用年代
（yrBP±1σ）

14C 年代
（yrBP±1σ）

14C 年代を暦年代に較正した年代範囲
1σ 暦年代範囲 2σ 暦年代範囲

PLD‒44588 ‒24.85±0.16 839±19 840±20
1179‒1191 cal AD （17.01%）
1203‒1228 cal AD （42.55%）
1246‒1254 cal AD （ 8.71%）

1168‒1171 cal AD （ 1.33%）
1174‒1262 cal AD （94.12%）

※1σ 暦年代は68.27%、2σ 暦年代は95.45パーセントの信頼限界の暦年代範囲である。
() 内は範囲内に暦年代が入る確率を示す。
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年
代
と
伐
採
さ
れ
た
年
代
お
よ
び
実
際
に
木
材
と
し
て
使
用
さ
れ
た
年
代
に
差
を
生
じ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
誤
差
を
古
木
効
果
と
呼
ぶ
。

本
作
の
場
合
、
伐
採
さ
れ
た
年
数
は
測
定
結
果
よ
り
も
新
し
い
と
考
え
ら
れ
、
古
木
効
果
を
考
慮
す
る
と
朱
漆
銘
文
に
記
さ
れ
た
十
四
世

紀
初
頭
の
徳
治
年
間
に
か
か
る
可
能
性
が
あ
る
。

六
︑
損
傷
状
況

全
体
に
経
年
に
よ
る
漆
塗
膜
の
剝
落
、
虫
損
が
み
ら
れ
、
一
部
に
木
地
の
欠
損
と
断
裂
を
生
じ
る
。
漆
塗
膜
の
摩
耗
は
盤
面
に
著
し
く

一
部
で
木
地
を
露
出
し
て
い
る
。
盤
面
中
央
部
の
朱
漆
は
摩
滅
し
、
四
辺
縁
の
周
縁
に
僅
か
に
残
る
。
盤
面
の
長
方
板
は
長
辺
の
一
辺

︵
図
1
、
上
辺
︶
で
木
地
を
欠
損
し
、
短
辺
の
一
部
︵
図
1
、
下
辺
左
︶
も
木
地
を
欠
失
し
て
白
木
の
補
材
で
形
状
修
復
さ
れ
て
い
た
。
木
地

の
膨
張
に
よ
る
歪
み
は
な
い
も
の
の
、
木
目
に
沿
っ
た
断
裂
を
二
箇
所
に
生
じ
る
。
裏
面
の
下
部
に
は
大
き
く
え
ぐ
れ
た
傷
が
一
箇
所
あ

る
。
虫
損
は
盤
面
に
著
し
く
生
じ
、
小
孔
と
傷
、
盤
面
左
端
に
木
地
を
欠
く
損
傷
が
複
数
み
ら
れ
、
虫
の
死
骸
を
確
認
し
た
。
虫
は
漆
塗

膜
の
剝
離
や
傷
な
ど
に
よ
り
生
じ
た
隙
間
か
ら
内
部
へ
侵
入
し
、
塗
膜
下
で
進
行
し
て
い
た
。
本
作
で
は
虫
損
が
損
傷
の
大
き
な
要
因
と

し
て
働
い
た
の
だ
ろ
う
。

四
辺
の
縁
は
短
辺
と
長
辺
そ
れ
ぞ
れ
一
辺
の
み
残
り
、
過
半
を
欠
失
し
て
い
る
。
一
部
は
盤
面
の
木
地
ご
と
欠
失
し
、
残
さ
れ
た
箇
所

も
漆
塗
膜
が
剝
が
れ
木
地
が
露
出
す
る
。
二
本
の
桟
脚
の
う
ち
銘
文
の
上
方
に
あ
る
一
本
は
後
世
補
修
に
よ
る
白
木
の
補
材
で
あ
る
。
銘

文
下
方
の
桟
脚
は
端
部
が
欠
損
し
て
い
る
ほ
か
、
盤
面
か
ら
打
ち
込
ま
れ
た
木
釘
に
よ
り
一
部
に
割
れ
を
生
じ
る
。

七
︑
修
復
の
仕
様

漆
工
品
の
修
復
に
は
、
汚
損
を
除
去
す
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
劣
化
し
た
塗
膜
の
強
化
、
欠
損
し
た
木
地
を
補
う
な
ど
様
々
な
手
法
が
あ

げ
ら
れ
る
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
塗
膜
の
強
化
を
全
体
に
施
す
場
合
も
あ
る
が
、
本
作
で
は
劣
化
が
著
し
く
塗
膜
剝
離
や
木
地
欠
損
を
進
行
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さ
せ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
た
め
後
述
す
る
修
復
箇
所
の
み
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
施
し
た
。

修
復
は
所
蔵
者
の
意
向
に
沿
っ
て
実
施
し
、
図
1
の
下
辺
左
部
分
の
木
地
を
大
き
く
欠
失
し
た
箇
所
の
み
附
属
す
る
白
木
の
補
材
の
再

接
着
と
接
着
箇
所
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
施
し
た
。
同
箇
所
は
木
目
に
沿
っ
て
さ
ら
に
損
傷
が
進
行
す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
こ
の
補
材
は
鈍

翁
の
好
み
と
み
ら
れ
る
後
世
補
修
で
取
り
付
け
ら
れ
、
古
い
接
着
剤
の
痕
跡
か
ら
修
復
当
初
は
接
着
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
現
在

は
強
固
に
接
着
さ
れ
て
お
ら
ず
、
容
易
に
脱
落
す
る
状
態
で
あ
っ
た
。
今
回
の
接
着
に
は
木
地
と
補
材
の
接
着
部
分
が
複
雑
な
形
状
で
あ

っ
た
た
め
米
粒
を
水
練
り
し
た
続
飯
を
使
用
し
た
。

︻
修
復
工
程
︼

①　

損
傷
状
況
の
確
認
と
事
前
調
査

　

品
質
と
形
状
、
修
復
前
の
損
傷
状
況
を
調
査
・
記
録
し
、
修
復
方
法
を
検
討
し
た
。

②　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
︵
図
9
︶

木
地
と
補
材
の
古
い
接
着
剤
を
柔
ら
か
い
綿
棒
に
精
製
水
を
含
ま
せ
て
接
着
剤
を
除
去
し
た
。

③　

欠
損
部
分
の
補
強
︵
図
10
、
図
11
︶

続
飯
を
盤
面
の
欠
損
箇
所
の
木
地
と
補
材
の
接
着
面
に
塗
布
し
、
ク
ラ
ン
プ
︵
図
11
︶
を
使
用
し
て
接
着
し
た
。

④　

報
告
書
の
作
成

修
復
後
︵
図
12
︶
、
写
真
撮
影
お
よ
び
修
復
の
作
業
工
程
な
ど
を
記
し
た
報
告
書
を
作
成
し
た
。
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謝
辞
・
付
記

こ
の
羅
漢
盤
の
分
析
と
保
存
修
復
は
令
和
三
年
度
、
本
学
文
学
部
文
化
財
学
科
矢
島
律
子
教
授
研
究
室
の
受
託
研
究
に
よ
り
実
施
さ
れ

た
。
前
年
度
か
ら
予
備
調
査
研
究
に
関
わ
っ
た
小
池
が
本
稿
の
前
段
︵
緒
言
、
概
要
︶
を
担
当
し
、
後
半
の
分
析
と
修
復
に
つ
い
て
受
託
研

究
に
参
加
し
た
渡
邉
が
矢
島
研
究
室
か
ら
の
情
報
提
供
と
協
力
を
得
て
執
筆
し
た
。
本
作
の
修
復
を
ご
指
導
い
た
だ
い
た
漆
芸
文
化
財
修

復
家
の
松
本
達
弥
氏
、
本
学
矢
島
教
授
お
よ
び
実
際
の
分
析
と
修
復
施
工
に
あ
た
っ
た
大
学
院
生
の
髙
橋
奈
、
松
本
卓
己
ら
諸
氏
に
感
謝

し
た
い
。
挿
図
の
画
像
写
真
は
、
髙
橋
・
松
本
の
両
院
生
と
渡
邉
の
撮
影
、
模
式
図
は
渡
邉
に
よ
る
。

図9　クリーニング

図10　補材の接着

図11　クランプ圧着

図12　修復後
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益田鈍翁旧蔵、徳治二年銘法華寺羅漢盤の研究と修復報告

註︵
1
︶ 

諸
橋
轍
次
﹃
大
漢
和
辞
典
﹄︵
大
修
館
書
店
、
昭
和
三
十
二
年
︶﹁
盤
﹂
の
項
目
。

︵
2
︶ 
五
島
美
術
館
学
芸
部
﹃
鈍
翁
の
眼
:
益
田
鈍
翁
の
美
の
世
界
﹄︵
五
島
美
術
館
、
五
島
美
術
館
展
覧
会
図
録
一
二
二
、
一
九
九
八
年
十

月
︶
に
は
、
名
物
茶
の
湯
道
具
・
名
画
の
他
に
奈
良
時
代
以
降
の
仏
具
・
仏
典
・
仏
画
が
収
録
さ
れ
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
そ
の

後
に
散
逸
し
た
経
緯
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。

︵
3
︶ 

太
田
博
太
郎
﹁
法
華
寺
の
歴
史
﹂︵﹃
大
和
古
寺
大
観
﹄
第
五
巻
、
秋
篠
寺
・
法
華
寺
・
海
龍
王
寺
・
不
退
寺
、
一
九
七
八
年
︶

︵
4
︶ 

前
掲
書
所
収
の
画
像
、
翻
刻
釈
文
を
参
照
し
た
。

︵
5
︶ 

河
田
貞
、﹃
根
来
﹄︵
美
術
図
書
出
版 

紫
紅
社
、
昭
和
六
〇
年
四
月
二
十
八
日
︶

︵
6
︶ 

河
田
貞
監
修
、
M
I
H
O
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
編
集
、﹃
朱
漆
﹁
根
来
﹂　

中
世
に
咲
い
た
華
﹄︵
目
の
眼
、
二
〇
一
三
年
︶

︵
7
︶ 

北
村
仁
美
﹁
松
田
権
六
「
優
品
之
調
査
」﹂︵﹃
東
京
国
立
近
代
美
術
館　

研
究
紀
要
﹄
第
一
七
号
、
二
〇
一
三
年
、
七
六
〜
九
四
頁
︶
の

資
料
表
九
十
お
よ
び
九
十
一
番
を
参
照
し
た
。

︵
8
︶ 

放
射
性
炭
素
年
代
測
定
は
株
式
会
社
パ
レ
オ
・
ラ
ボ
に
委
託
し
た
。
測
定
結
果
は
、
伊
藤
茂
ほ
か
﹁
徳
治
2
年
銘
羅
漢
盤　

放

射
性
炭
素
年
代
測
定　

報
告
書
﹂︵
株
式
会
社
パ
レ
オ
・
ラ
ボ
、
令
和
三
年
十
一
月
︶
よ
り
抄
出
し
た
。

︵
こ
い
け　

と
み
お
・
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
・
公
益
財
団
法
人
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
学
芸
部
長
︶

︵
わ
た
な
べ　

ゆ
か
・
鶴
見
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
文
化
財
学
専
攻
修
了
・
博
士
︵
文
化
財
学
︶︶


